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1979年の米国スリーマイル島原子力発電所および1986年の旧

ソ連チェルノブイリ原子力発電所の事故以降，世界的には原子

力発電所建設が下火となりましたが，日本では着実に原子力関

連設備の建設を続けてきました。その結果，原子力発電は国内

の電力の約　を担う重要なエネルギー源になっています。

また，原子力発電は地球温暖化ガスをほとんど排出しないこ

とから，地球環境保全の点からも大きな期待を受けています。

日立グループは，地球環境を保全し持続可能な社会を実現する

ために，日立グループの製品により，2005年と比較して2025年

度までに年間1億トンのCO2排出量を抑制することをめざす長

期計画「環境ビジョン2025」を策定しました。このビジョンの達

成のために，原子力事業も大きな貢献が期待されています。

準国産エネルギーとなりうる原子力は，エネルギー自給率が

わずか4％でしかないわが国にとって欠かせない技術であるだ

けでなく，将来の地球環境を守っていく使命を負っているとの

誇りを持って，私たちはこれからも業務を推進し，社会に貢献

していきます。

日立における原子力事業はわが国の原子力の歴史とほぼ歩み

を揃えており，1957年に原子力を専門とする部が発足してから

半世紀以上，お客様をはじめとした関係者の皆様に支えられな

がら着実に発展してきました。2007年には「原子力ルネサンス」

の中で，米国GE社と原子力事業を統合し，米国にGE-Hitachi

Nuclear Energy Americas LLCを，国内に日立GEニュークリア･エ

ナジー株式会社をそれぞれ発足しました。

本特集では，これまでに日立が積み重ねてきた原子力技術と

その展望をまとめました。

「overview」では，日立の原子力技術・事業がこれまでどのよ

うな軌跡をたどり，これからどのように発展していくのかを概

説しています。

続く「国内原子力プラント建設に関する取り組み」では，これ

まで着実に積み上げてきた国内建設実績の紹介と，その間に培っ

た技術で世界をリードしている建設工法について詳述しました。

「次世代BWR開発」，「BWR炉心･燃料」，「計装制御」，「燃料

サイクル」，「高度保全」，「高度検査」，「応力腐食割れに対する

材料･溶接」，「高度シミュレーション」，「原子力タービンの信

頼性確保」，「核融合実験装置・加速器」では，個々の分野での
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これまでの実績や最先端技術などをそれぞれ紹介しています。

GE-Hitachi Nuclear Energy Americas LLCとのシナジーについては

「technotalk」でも語られていますが，その具体的取り組みについ

ては「原子力のグローバル化に向けた取り組み」で述べています。

2007年の新潟中越沖地震によって，東京電力株式会社柏崎刈羽

原子力発電所が大きな被害を受けたのは記憶に新しいところで

あり，日立が全力を挙げて取り組んでいる「耐震評価実証技術

の高度化」についても取り上げました。

また，原子力発電において最も望まれるものは安全性であり，

そのためには製品の信頼性確保と安心感の提供が最も重要で

す。原子力製品の品質保持はもちろん，さらなる向上をめざし

た取り組みについてもご紹介したいと思い，「原子力安全確保

のための品質保証活動」を掲載しています。

日立の原子力への取り組みや技術展望をご理解いただき，こ

れまで以上の叱咤激励やご要望を皆様からいただくことができ

れば，これに勝る幸せはありません。

――日立はすべてを，地球のために。

特集「地球環境・エネルギーセキュリティに貢献する原子力技術」監修
日立GEニュークリア･エナジー株式会社

事業企画本部
本部長付

多田伸雄
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地球環境・エネルギーセキュリティに
貢献する原子力技術

近代以降，世界のエネルギー需要は増加の一途をたどってきた。その結果としても
たらされた地球温暖化問題は，世界のエネルギー事情を大きく変えようとしている。
よりCO2排出量が少なく，環境負荷の低いエネルギー供給を実現するため，各国
がさまざまな対策を講じているが，中でも，CO2をほとんど排出せず，安定的に大量
の電力を低コストで供給できる原子力発電の活用は，今後のエネルギー供給の柱
として期待を集めている。
そして，今，その原子力発電において，国内を中心にプラント建設と予防保全を通
じて高い信頼性と品質を提供し続けてきた，日立の技術が世界から注目されてい
る。これに応えるため，日立は優れたパートナーとのシナジーを発揮しながら，研究
開発力とエンジニアリング力にいっそう磨きをかけている。
国内にとどまらず，世界を視野に大きく飛躍していく日立の原子力技術。地球温暖
化の抑制とエネルギーの安定供給の両立を通じて，広く地球社会へ貢献していく。
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